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災害情報の高度化は
人々の避難行動を促進するのか?
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（災害）情報と人の心理
人は合理的な意思決定はできないのか？

リスク情報と防災対策
リスク情報をきちんと伝えると人は対策をする？

避難情報で人々を動かすために必要なこと
特別警報、ただちに命を守る行動を！

実際に行動することの重要性
習慣化・日常化しないかぎりは人は動かない、タイムラインをつくる

（災害）情報と人の心理
人は合理的な意思決定はできないのか？
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どちらも他人が必要な医療行為をするために

という問題
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感情の違いが
判断に影響

強い

弱い
なぜ
感情がわいたり
わかなかったり
するの？

自分のすぐそば
の人を助ける

遠く離れた

相手を助ける
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前者の課題では
を

つかさどる前頭前野の活性が確認

後者の課題では
の活性が確認

頭で考える

感情反応

Greene et al.(2001)
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私たちの感情的な反応は、祖先が繰り返し遭遇した
問題に対処するために進化してきたもの

進化の歴史の中で、よく遭遇した問題（助けるべき相
手がすぐ目の前で苦しんでいる）には感情が引き起こ
される

はるか遠くの人に援助するという状況はここ数百年の話
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直接的な
危機から身を守る

間接的な（予測的な）
情報で身を守る

なぜ
感情がわいたり
わかなかったりするの？

・私たちの感情的な反応は、祖先が繰り返し遭遇した問題
に対処するために進化してきたもの

・アウストラロピテクス500万年、ホモ・サピエンス25万年
・進化の歴史の中で、遭遇したことのない問題（情報で身を
守る）には、感情が引き起こされず、行動に結びつかない
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※出典：内閣府WEBページ
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・人間には情報で身を守る「心のモジュール」がない

・情報をもとに合理的な行動ができるのは、ごく一部の
組織や人だけ

飲みすぎると
体を壊しますよ

ストレス・過労は
健康を害しますよ

太りすぎ痩せすぎは
死亡リスクが高まりますよ
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1980年代

2000年以降

リスク認知
パラドクス

・Solberg, Rossetto, & Joffe (2010)
の地震対策のレビュー

・リスク認知以外の規範、信頼、
責任感、コントロール感、効力感、
運命論など

・Sheeran, Harris, & Epton(2014)
による健康問題に関する
実験的研究のメタ分析

被害の大きさの予測
(e.g, de Man&Simpson-Housley, 1988)

発生確率の認知
(e.g, Kiecolt & Nigg, 1982)

→リスク認知が高い人ほど防災行動を
していることが報告されている
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回避不可能な嫌悪刺激を与え続け
られると、無力感を学習する

嫌悪刺激に対する統制不可能性
(uncontrollability)が無力感を生む

「何をやってもダメなときはダメなんだ」
という認知が形成されてしまう可能性

34mの津波が10分で襲ってくる
災害時に自宅にいるとは限らない!
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内的報酬

外的報酬

反応効果性

自己効力

恐怖喚起

深刻さ
脆弱性

反応コスト

脅威
評価

対処
評価

防御動機

反応確率への影響要因

増加 減少

不適応反応

適応反応

認知的媒介過程情報源

－
＝

－
＝

環境的
言語的説得
観察学習

個人内
特性
経験

行動 / 行動抑制

行動
反復行動
複合行動

反復複合行動

対処様式
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脅威の評価

脆弱性 1週間の備蓄をしよう

防護動機被害の深刻さ
交通網の寸断

外部から食料が来ない

対処行動の評価

対策の効果性

自己効力感
1週間の備蓄ができる？

被災時に約立つ？
対策のコスト

いくら？いつまで？
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常にストック食材が多めにある状態をキープしながら循環させるので、

賞味期限切れの無駄がなく、習慣化できる

※出典：内閣府WEBページ
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• リスク認知はほとんど影響しない
• 不安感情からは弱い影響がある
• コスト認知は「行動意図」とは関連しないが
「行動」とは負の関連
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いつ起こるか分からない、もしかしたら起こらないかもしれない
災害に備えるためにリスク認知がどの程度の影響を与えるのか

（あおること・ 高度化する）

ほとんど影響を
与えない
リスクがあることを
知っている
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たった一回の警報について
当たり外れを議論すること
自体が間違っている

リスクと過去の経験は
相容れない

バイアス（特性）の存在を
理解し、とりあえず避難する
姿勢を評価する

・情報待ち
・危険な時には防災情報が
出るはずだ
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住民が避難情報を入手しても
必ずしも適切な避難行動を取らない

(片田ほか, 2003)

(及川ほか, 2005)

避難行動を導くためには住民に危機意識を
形成させることが重要
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リスクメッセージの工夫ではなく
メッセージが 送られていることだ
という認知を高めることで促進できないか？
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ネット調査会社にモニター登録している

調査期間：2015年10月

調査参加者：

19,972
スクリーング条件：

Yes

確認問題を調査の最後に実施

418
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ある日の夕方、自宅でテレビを見て
いると、あなたのお住まいの地域に

が出ていること
を知りました。

テレビでは、「河川の増水や氾濫に
よる重大な災害が起こるおそれが
ある状況です。

地元市町村の避難情報にしたがって、
適切な行動を取ってください。」と
言っています。

スマートフォンを見ると、あなたの
お住まいの地区(○○市△△地区)に
は「防災情報」が出されていました。

条 件

ある日の夕方、自宅でテレビを見て
いると、あなたのお住まいの地域に

が出ている
ことを知りました。

テレビでは、「これまでに経験した
ことのないような大雨となっていま
す。重大な危険が差し迫った異常状
態です。河川の増水や氾濫による重
大な災害がすでに発生していてもお
かしくない状況です。

地元市町村の避難情報にしたがって
…

スマートフォンを見ると…
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(「1.絶対に避難しないと思う」～「7.絶対に避難すると思う」)

Q1.このような状況のときには、あなたは
安全な避難場所に避難すると思いますか。
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3.6
3.8
4.0
4.2
4.4
4.6
4.8
5.0
5.2
5.4
5.6

統制 子どもと避難 子どもの命

大雨警報
大雨特別警報

こ
の
よ
う
な
と
き
に
逃
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
か
？



24

ネット調査会社にモニター登録している

調査期間：2016年10月

調査参加者：

60,010
スクリーング条件：

Yes

確認問題を調査の最後に実施

960
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実験②

3.6
3.8
4.0
4.2
4.4
4.6
4.8
5.0
5.2
5.4
5.6

統制 要配慮者と避難 要配慮者の命
3.6
3.8
4.0
4.2
4.4
4.6
4.8
5.0
5.2
5.4
5.6

統制 要配慮者と避難 要配慮者の命

女 性 (要配慮者と同居)

※要配慮者の有無では有意差なし

男 性 (要配慮者と同居)

こ
の
よ
う
な
と
き
に
逃
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
か
？

大雨警報
大雨特別警報
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2

2.5

3

3.5

4

4.5

5

5.5

6

避難意図 不安 地域浸水

リスク認知

自宅浸水

リスク認知

自宅は危険 避難コスト 避難は大切
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事象の
脅威評価

自 己
コーピング
資 源
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大雨になりそうなときには、
マンションに住んでいる
子どものところで過ごし
孫と遊ぶことにする

例えば、ショッピングモール
や映画館など快適な空間を
一時的な避難場所として開放
する事前協定を結んでおく

泊まってみたかったホテルで
一晩過ごすことにする
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ネット調査会社にモニター登録している

調査期間：2019年1月

調査参加者：

55,241
スクリーング条件：

Yes

確認問題を調査の最後に実施

563



30

3.6

3.8

4.0

4.2

4.4

4.6

4.8

5.0

統制 配慮者と避難 快適な避難所

防災情報
避難情報（15時57分更新）
避難指示
〇〇市△△地区

※新しく整備された避難所では、
プライバシーも確保され、高齢者や
障がい者の方も、安心して快適に
過ごすことができます。速やかに避難
を開始してください。

こ
の
よ
う
な
と
き
に
逃
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
か
？

大雨警報
大雨特別警報
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というリスク情報が
人々にどの程度影響を与えるのか

「命を守る」というメッセージは
効果的ではない可能性

避難に対するハードルを下げ、
避難したいと思う快適な環境を
整えていくことが重要
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（災害）情報と人の心理
人は合理的な意思決定はできないのか？

リスク情報と防災対策
リスク情報をきちんと伝えると人は対策をする？

避難情報で人々を動かすために必要なこと
特別警報、ただちに命を守る行動を！

実際に行動することの重要性
習慣化・日常化しないかぎりは人は動かない、タイムラインをつくる

（災害）情報と人の心理
人は合理的な意思決定はできないのか？
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行為のスクリプトの重要性

行動についての枠組みになる順序だった
（うどん屋さん、スタバでの注文）

あるシグナルが出たときに

「ただちに命を守る行動」を取ったことのない人には

Shake Out訓練
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地震が起きたとき、大雨が降ったとき
の安全確保スクリプトを考える

普段からしていることしか災害時
にはできない

シンプルな情報と、すべき行動を
日ごろから練習し、行為のスクリ
プトを身につけることが重要
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※出典：内閣府WEBページ
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日常化・習慣化するしかない
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危険が迫ってからでは遅い

水害に関しては 命が守れる
場所に移動しておくことが重要

そのような危機が迫ってくる状況は
おそらく一生に一度か二度

たとえ空振りに終わっても、それで
よかったと思える意識を持とう
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タイムラインとは、災害が発生することを前提として、関係者が事前にとるべき
行動を「いつ」「誰が」「何をするか」に着目して時系列で整理したもの。

※出典：国交省WEBページ
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水害に関しては 10年間続けられる
命を守れる行動を考えることが重要

そのような危機が迫ってくる状況は
おそらく一生に一度か二度

たとえ空振りに終わっても、それで
よかったと思える行動を考える

避難に対するイメージを変えよう！
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（災害）情報と人の心理

防災対策とリスク情報

避難情報で人々を動かすために必要なこと

人類には情報で身を守る
合理的な行動ができるのは

リスク認知を高めることはあまり意味がない
(周りの人もやっている)

避難に対するハードルを下げ、 ことが重要

できれば具体的な行動を決めて
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